
品
輸
入
の
促
進
を
目
的
と
し
て

察
外
島
健
吉
氏
を
団
長
に
、
柏
井

博
健
一
氏
八
柏
井
紙
業
㈱
社
長
Ｖ
、
中

市
内
カ
氏
八
㈱
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ

市
ル
社
長
Ｖ
、
田
嶋
克
巳
氏
八
脚
田
縄

と
社
長
Ｖ
ら
約
鋤
人
の
メ
ン
バ
ー

で
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
や
ア
ト
ラ

唖
ン
タ
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
。
ピ

識
ユ
ー
ロ
ー
や
ア
ナ
ハ
イ
ム
コ
ン

》
ペ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

脆
空
視
察
し
た
。

垂
奉
☆
靴
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
育
成
を

赤
．
一
日
ざ
し
て
コ
ン
テ
ス
ト

ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
と
機
能
性

ポ
に
す
ぐ
れ
、
全
体
と
し
て
カ
ジ

ュ
ア
ル
化
さ
れ
た
、
夢
の
あ
る

平
靴
を
求
め
た
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

刀
製
品
部
門
大
賞
を
受
賞
シ
ュ
ー
ズ

よ
西
村
新
一
郎
氏
の
子
供
靴
，
。
〃
．
．

ポール・ポキューズさん

ズ
来
日
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」

が
開
か
れ
た
。
、
月
か
ら
大
阪

京
都
、
神
戸
、
芦
屋
の
大
丸
で

「
ポ
ー
ル
・
ポ
キ
ュ
ー
ズ
・
ブ

テ
ィ
ッ
ク
」
を
開
き
、
ボ
キ
ュ

ー
ズ
の
〃
お
惣
菜
″
を
一
般
家

な
っ
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
。

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
で
ｕ
月
に
開
か

れ
る
「
第
遁
回
日
米
市
長
お
よ

び
商
工
会
議
所
会
頭
会
議
」
に

外
島
健
吉
神
戸
商
工
会
議
所
会

頭
が
出
席
す
る
こ
と
か
ら
、
兵

庫
県
・
神
戸
市
・
神
戸
商
工
会

議
所
が
主
催
し
て
ｎ
月
ｎ
日
よ

り
過
日
問
、
米
国
経
済
使
節
団

を
派
遣
し
た
。
こ
の
使
節
団
は

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
の
視
察

調
査
と
米
国
市
場
の
調
査
。
製

蕊蕊蕊 冠霧蕊鐸騒尋 ★
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
を

め
ざ
し
て
ア
メ
リ
カ
に
視
察

神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
博

覧
会
を
契
機
と
し
て
国
際
都
市

神
戸
は
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市

と
し
て
の
街
づ
く
り
が
課
題
と

騨謬熱鐘蕊&。 血

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

コ
ン
テ
ス

ト
」
八
主
催

・
日
本
ケ
ミ

カ
ル
シ
ュ
ー

ズ
工
業
組
合

他
Ｖ
の
審

砥

艮
駒
時
＆

庭
用
に
販
売
し
て
い
る
が
、
そ

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
開
か
れ
た
パ
ー
テ
ィ
で
、

フ
ラ
ン
豊
頑
事
館
関
係
者
な
ど

が
集
ま
り
、
パ
ー
テ
ィ
に
供
さ

れ
た
数
々
の
料
理
に
舌
つ
づ
み

を
打
っ
た
。
な
お
「
ブ
テ
ィ
ッ

ク
」
で
販
売
の
料
理
は
テ
リ
ー

ヌ
、
ス
ズ
キ
の
パ
イ
包
み
焼
き

な
ど
で
、
Ⅷ
グ
ラ
ム
３
０
０
１

１
２
０
０
円
。

ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
業
界
に
お

い
て
優
秀
な
シ
ュ
ー
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
発
掘
や
資
質
の
向
上
な
ど

を
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ
、
製

品
部
門
約
２
３
０
点
、
デ
ザ
イ

ン
画
部
門
約
２
０
０
０
点
の
応

募
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
鳳
蘭
さ

ん
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
水
野
正
夫
氏
、

中
田
善
司
神
戸
市
経
済
局
長
ら

の
審
査
に
よ
っ
て
受
賞
作
品
が

決
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
製
品

部
門
の
大
賞
に
は
西
村
新
一
郎

氏
八
沢
田
製
靴
シ
ュ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
Ｖ

デ
ザ
イ
ン
画
部
門
の
デ
ザ
イ
ン

賞
に
西
上
し
げ
こ
さ
ん
八
学
生
Ｖ

が
選
ば
れ
、
ｎ
月
ｎ
日
、
国
際

交
流
会
館
で
表
彰
式
が
行
な
わ

れ
た
。

☆
ボ
キ
ュ
ー
ズ
の
料
理
が

京
阪
神
の
大
丸
で

「
世
界
の
シ
ェ
フ
」
と
呼
ば
れ

る
料
理
界
の
第
一
人
者
、
ポ
ー

ル
・
ボ
キ
ュ
ー
ズ
氏
が
来
日
し

如
月
岨
日
、
大
阪
。
ホ
テ
ル
プ

ラ
ザ
で
「
ポ
ー
ル
・
ポ
キ
ュ
ー

査
会
が
加
月
Ⅳ
日
、
長
田
区
大

橋
町
の
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
産

業
会
館
で
行
な
わ
れ
た
。
こ
の

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
地
場
産
業
の

１
６６
１

☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
オ
フ
ィ
ス
レ
デ
ィ

大
岡
英
子
さ
ん
鼠
）

八
拍
井
紙
業
側
・
継
理
課
Ｖ

関
学
文
学
部
で
イ
ン
デ
ア
ン

史
を
専
攻
。
一
度
ア
メ
リ
カ
を

実
際
の
眼
で
見
る
の
が
念
願
。

「
軽
理
の
仕
事
は
ま
だ
不
憤
れ

で
周
り
の
人
を
困
ら
せ
て
い
る

ん
で
す
」
と
い
う
が
、
笑
み
を
絶

や
さ
ぬ
明
る
い
性
格
が
人
気
。

落
語
が
大
好
き
で
枝
雀
の
フ
ァ

ン
だ
が
、
寄
席
に
は
ま
だ
行
っ

た
こ
と
が
な
い
。
（
ど
な
た
か

誘
っ
て
あ
げ
て
）
家
庭
的
な
ふ

ん
い
気
の
職
場
だ
が
独
身
男
性

の
少
な
い
の
が
残
念
と
か
。

蕊識; 謹

鍵！

、欝畿

鴬

噌篭､蕊鴛認
; 蟻蝿騨噛
羅灘鋳篭識
箪灘
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☆オリエンタルグルメシティ☆

ふぐ料理
コース1 8 0 0 0 円
でんぶにこごりてっさ白みそ椀
中おち焼または唐場内子むしちり
雑炊香の物果物

－品料理もご用意しております

＊

鍋 料理
牡蛎鍋しゃぶしゃぶスキヤキ
魚スキ蟹スキチャンコ鍋

＊

神戸オリエンタルホテル
神戸市中央区京町２５公078-331-8111

云話言一へ

ハワイ風サーモン, 蛤のクリームスープ, 伊勢海
老のステーキ, ローストピーフ, フレッシュサラ
ダ,デザート,コーヒーo紅茶(税込￥８，０００）

鑓（

汽・笛・が．畷。く・
クリスマス☆デ､ イナー
12/20(日)～12/27(日）
ロマンチックな港のレストラン

ﾌ . r リシやﾏ ﾝ ズ制缶卜
ポー ﾄ ﾗ ｲ ﾅ ｰ ･ ポー I ､ ﾀ ｰ ﾐ ﾅ ﾙ 駅ﾙ 内
冠O7 8 - 3 3 1 - 0 3 0 1～２月I雁日定休
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新しい公園の中心になる炭酸泉源

TEL(078)904-3656

有
馬
温
泉
で
は
、
現
在
、
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
進
行
中
だ
。
観
光
の
一
つ
の
核
と
し

て
、
ま
た
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
二
つ
の

広
場
が
新
た
に
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

有
馬
の
表
玄
関
〃
ゆ
け
む
り
広
場
″

一
つ
は
神
戸
電
鉄
有
馬
温
泉
駅
の
す
ぐ
傍
、

太
古
橋
の
斜
め
前
に
つ
く
ら
れ
る
「
ゆ
け
む
り

広
場
」
だ
。
こ
れ
は
、
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
の
半

円
形
の
テ
ラ
ス
か
ら
温
泉
の
湯
が
滝
と
な
っ
て

流
れ
落
ち
、
年
中
湯
け
む
り
が
あ
が
る
よ
う
に

工
夫
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
テ
ラ
ス
に
は
、
両
側
か
ら
階
段
が
取
り

つ
い
て
い
て
、
テ
ラ
ス
の
上
か
ら
、
あ
る
い
は

滝
の
後
ろ
か
ら
湯
け
む
り
を
眺
め
ら
れ
る
。

総
面
積
約
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
こ
の
広
場
は

言
っ
て
み
れ
ば
滝
と
遊
歩
道
の
あ
る
広
場
。
有

馬
温
泉
の
入
口
の
中
心
的
な
広
場
と
な
る
、
例

え
ば
家
で
い
う
と
玄
関
の
横
に
あ
る
飾
り
庭
と

い
っ
た
と
こ
ろ
か
。
そ
れ
だ
け
に
有
馬
の
〃
顔
″

に
ふ
さ
わ
し
い
広
場
と
な
る
よ
う
に
期
待
し
た

い
。
本
来
の
発
想
が
、
有
馬
温
泉
の
イ
メ
ー
ジ

TEL(078)904-0731

･ＷＲ鵬FA。

湯の街
有馬歳時記

閑
静
な
雰
囲
気
の
〃
炭
酸
泉
源
広
場
″

も
う
一
つ
は
「
炭
酸
泉
源
広
場
」
で
あ
る
。

炭
酸
泉
源
は
簡
易
保
健
保
養
セ
ン
タ
ー
の
す
ぐ

近
く
に
あ
り
、
古
く
か
ら
炭
酸
水
が
湧
き
出
し

て
い
た
場
所
で
あ
る
。
今
も
間
歌
的
に
湧
き
出

し
て
は
い
る
が
、
周
囲
は
す
っ
か
り
癖
ぴ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
公
園
化
す
る
た
め
の
作
業
が
「
ゆ
け

む
り
広
場
」
と
同
時
に
始
ま
っ
て
い
る
。

構
想
で
は
現
在
あ
る
泉
源
の
建
物
を
そ
の
ま

ま
に
し
て
、
そ
れ
を
メ
イ
ン
と
す
る
よ
う
な
広

場
と
な
る
。
現
在
す
で
に
あ
る
石
組
み
を
利
用

を
表
わ
す
も
の
を
何
か
表
玄
関
に
お
き
た
い
と

い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
だ
け
に
、
こ
こ
が
こ
れ
か

ら
の
、
い
わ
ば
〃
有
馬
だ
と
は
っ
き
り
分
か
る

写
真
の
撮
れ
る
場
所
″
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。

「
ゆ
け
む
り
広
場
」
の
オ
ー
プ
ン
は
来
年
四

月
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

TEL(078)904-0701㈹
別館

欽山は典雅な
日本風の館です

国際観光旅館

旅は出会い
ほのぼの心を添えて
政府登録く登旅第7 8号〉

有馬の歴史を語り続ける｢ いで湯の宿』

火薬
ＴＥＬ(078)904-0622

銀 水荘

⑳月光園
神戸市北区有馬町3 1 8
ＴＥＬ(078)904-0366

政府登録国際観光妹館

７k．象劇
１
６８
１

自然の恵みを
湯けむりに伝える

別館楽山
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ＴＥＬ(078)904-0181 TEL(078)904-0551TEL(078)904-0501㈹

し
、
敷
地
面
積
は
一
三
七
○
平
方
メ
ー
ト
ル
。

泉
源
を
正
面
に
し
て
、
左
手
に
は
ベ
ン
チ
な
ど

を
置
い
て
休
憩
の
で
き
る
広
場
、
右
手
に
は
炭

酸
泉
源
か
ら
流
れ
出
る
炭
酸
水
を
利
用
し
た
池

を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
も
、
例

え
ば
九
州
の
別
府
温
泉
の
坊
主
地
獄
の
よ
う
に

池
の
中
か
ら
プ
ク
プ
ク
と
水
泡
が
湧
き
上
が
る

よ
う
な
こ
と
に
し
た
い
、
と
な
か
な
か
楽
し
い

ア
イ
デ
ィ
ア
も
あ
る
。

現
在
は
雨
の
降
っ
た
あ
と
ぐ
ら
い
に
し
か
湧

出
し
な
い
炭
酸
水
を
常
時
出
る
よ
う
な
工
事
も

な
さ
れ
る
。

オ
ー
プ
ン
は
「
ゆ
け
む
り
広
場
」
よ
り
一
月

早
く
、
来
年
三
月
の
予
定
だ
。

有
馬
温
泉
の
泊
り
客
が
、
朝
の
す
が
す
が
し

い
空
気
の
中
を
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分
で
散
策

で
き
る
よ
う
な
閑
静
な
広
場
に
な
り
そ
う
だ
。

×
×
×
×
×

木
造
り
の
宿

御
所
坊

御
所
坊
は
有
馬
温
泉
で
最

も
歴
史
の
あ
る
旅
館
だ
。

近
代
的
な
高
層
ホ
テ
ル
が

増
え
る
な
か
で
、
昔
な
が
ら

の
木
造
雛
蕊
は
雨
挫
情
が
あ
り

古
く
か
ら
の
な
じ
み
客
が
多

い
。
そ
の
御
所
坊
が
、
こ
の

ほ
ど
本
格
的
な
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
を
つ
く
っ
た
。
「
有
馬
・

サ
ニ
ー
サ
イ
ド
ア
ッ
プ
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
」
が
そ
れ
で
、

場
所
は
六
甲
。
有
馬
ロ
ー
プ

景勝高台の近代旅館

●
有
墨
鱗

敷地1 A偽､ら初きでる
日本飛古の温泉"右潟温ﾙ ﾐ ,’

阪急ホテルチェーン

伺馬時可｡ －ホテル
ＴＥＬ(078)904-2295㈹

●
i H U i Kと波芸と遊投期

有馬ヘル頭〔世ン写＝
ＴＥＬ(07帥904-2291

ウ
ェ
イ
有
馬
駅
の
す
ぐ
下
。

一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷

地
に
四
面
の
コ
ー
ト
が
あ
り

し
か
も
全
天
候
型
で
、
長
時

間
プ
レ
ー
を
し
て
も
足
が
痛

く
な
ら
な
い
よ
う
に
特
別
に

注
文
し
た
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
入

っ
て
い
る
。

ま
た
、
「
サ
ニ
ー
サ
イ
ド

ア
ッ
プ
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
」

も
開
い
て
い
る
。
世
界
中
に

そ
の
名
が
知
ら
れ
た
女
子
プ

ロ
テ
ー
ー
ス
の
ピ
リ
ー
ジ
ー
ン

・
キ
ン
グ
夫
人
を
育
て
た
デ

ニ
ス
・
バ
ン
・
グ
ー
・
ミ
ー

ア
の
指
導
を
受
け
た
優
秀
な

コ
ー
チ
陣
が
一
貫
し
た
段
階

的
指
導
を
行
っ
て
い
る
。 有

馬
温
泉
に
は
、
す
で
に
瑞
宝
寺
跡
公
園
、

鼓
ガ
滝
公
園
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
趣
き
の
あ
る
公

園
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
「
ゆ
け
む
り
広
場
」
「
炭

酸
泉
源
広
場
」
が
完
成
す
れ
ば
、
観
光
の
核
と

し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
の
人
た
ち
に
と
っ
て

も
魅
力
あ
る
施
設
が
さ
ら
に
充
実
す
る
こ
と
に

な
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
は
、
場
煙
り
、
炭
酸
泉

源
と
、
そ
の
名
称
自
体
が
有
馬
温
泉
を
象
徴
す

る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
Ⅶ
で
賑

っ
た
有
馬
温
泉
の
活
気
を
、
さ
ら
に
持
続
、
発

展
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

有
馬
温
泉
で
は
昨
年
春
に
発
足
し
た
有
馬
温

泉
観
光
協
会
青
年
部
が
有
馬
温
泉
の
振
興
の
た

め
、
夏
の
「
あ
″
リ
マ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
」
、
秋

の
「
有
馬
温
泉
大
学
」
な
ど
と
イ
ベ
ン
ト
の
展

開
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
ー
動
と

施
設
Ｉ
静
と
が
相
乗
し
て
広
範
に
人
を
引
き
つ

け
る
活
気
あ
る
町
に
な
っ
て
欲
し
い
も
の
だ
。

雅ただようくつろぎの館

‘や旬鍵霊紘

八
御
所
坊
Ｖ

神
戸
市
北
区
有
馬
町
八
五
八

電
話
（
○
七
八
）
九
○
四
’
○
五
五
一

八
有
馬
温
泉
サ
ニ
ー
サ
イ
ド
ア
ッ
プ

テ
ー
ー
ス
ク
ラ
プ
Ｖ

電
話
（
○
七
八
）
九
○
三
’
一
○
二
四

湯の香漂う

来
春
に
は
シ
ャ
レ
た
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
も
オ
ー
プ
ン
す
る

自
然
の
中
で
テ
ニ
ス
を
楽

し
ん
だ
あ
と
、
有
馬
の
湯
で

汗
を
流
す
。
格
別
の
趣
だ
。

自然の中のテニスコート

会議ｾ ﾐ ﾅ ｰから御家族づれまで
鶴侮ｼ 隠赫心

新館堂々オープン
緑の' ' １の優雅な付まい

向陽闇
木造りの宿１

６９
１

謡
審斎

鰯勘所坊
TEL(078)904-0781
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チ
ー
ム

１
７０
１

快
晴
の
如
月
４
日
に
本
誌
主
催
第
４
｜

回
美
術
家
野
球
大
会
が
山
田
中
学
グ
ラ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。

参
加
チ
ー
ム
は
芸
術
学
林
は
て
し
ら

－
ず
、
行
動
美
術
、
神
戸
二
紀
ゴ
ー
ル

デ
ン
ア
ー
ム
ズ
、
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
の
い
ず
れ

劣
ら
ぬ
強
者
揃
い
の
４
チ
ー
ム
、
（
モ
ダ

ン
ア
ー
ト
は
不
参
加
で
あ
っ
た
）
楢
崎

四
郎
近
代
美
術
館
々
長
の
始
球
式
で
熱

戦
の
火
ぶ
た
が
切
っ
て
落
さ
れ
た
。

第
一
試
合
は
互
い
に
手
の
内
を
知
り

つ
く
し
た
同
士
、
神
戸
二
紀
対
Ｚ
Ｅ
Ｒ

Ｏ
の
対
戦
。
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
の
善
戦
空
し
く

６
対
１
で
神
戸
二
紀
が
順
当
勝
ち
。
第

二
試
合
は
昨
年
優
勝
の
芸
術
学
林
対
行

動
。
序
盤
は
坂
本
、
段
畑
両
投
手
の
力

投
で
１
点
を
争
う
好
試
合
だ
っ
た
が
、

実
力
に
勝
る
行
動
が
底
力
を
発
揮
し
４

対
１
で
勝
利
。
優
勝
戦
は
宿
命
の
対
決

行
動
対
神
戸
二
紀
の
対
戦
と
な
っ
た
。

「
本
業
の
絵
を
描
く
こ
と
よ
り
も
野
球

の
方
に
力
を
入
れ
て
る
の
と
違
う
か
」

と
冗
談
が
出
る
程
ど
の
チ
ー
ム
も
技
術

が
上
達
。
特
に
「
さ
す
が
優
勝
戦
」
と

う
な
ら
せ
る
気
迫
の
こ
も
っ
た
こ
の
対

決
は
７
対
６
と
い
う
ス
コ
ア
が
示
す
通

り
手
に
汗
に
ぎ
る
試
合
と
な
り
初
優
勝

へ
の
執
念
に
燃
え
た
行
動
チ
ー
ム
が
延

長
９
回
さ
よ
な
ら
勝
ち
を
収
め
た
。

筋
書
き
の
な
い
ド
ラ
マ
は
年
を
重
ね

る
ご
と
に
数
々
の
名
勝
負
を
残
し
て
行

く
。
第
５
回
の
記
念
大
会
で
の
健
闘
を

誓
い
合
う
爽
や
か
な
光
景
で
年
に
一
度

の
熱
戦
譜
は
幕
を
閉
じ
た
。

牌

心
第
４
回
市
長
杯
争
奪
美
術
家
野
球
大
会

話題のひろば

術

唱
州
叫
鶴
』

設
い
戸

￥
。
．
瞬
、
針

＜Ｉ＞

上：ハッスルプレー、珍プレーも続出。下右：楢崎館長。下中：開会式は神妙に。下左ｇやったぜ！優勝は行動チーム

念
願
の
初
優
勝

鐸鍵曾織

爵
驚
瀧章＃

蝉
諏

〆
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・
閲
・
咽

惟

l蕊： F 寧裡

鋸J 哩

蕊識熟陽
話題のひろば

「
関
口
君
と
は
古
い
っ
き
合
い
よ
、
彼

が
パ
リ
へ
行
く
前
か
ら
だ
か
ら
、
も
う

帥
年
に
な
る
か
…
」
と
小
磯
良
平
画
伯
。

神
戸
生
ま
れ
の
パ
リ
ジ
ャ
ン
、
パ
リ
画

壇
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
関
口
俊
吾
画
伯

の
故
郷
神
戸
で
の
加
年
ぶ
り
の
個
展
が

皿
月
犯
日
か
ら
一
週
間
の
間
、
大
丸
神

戸
店
美
術
画
廊
で
開
か
れ
た
。

「
僕
は
浦
島
太
郎
の
心
境
で
す
。
決
し

て
故
郷
を
忘
れ
て
た
の
で
は
な
い
ん
で

す
が
、
古
稀
を
迎
え
た
今
、
神
戸
の
街

の
素
晴
し
さ
、
数
々
の
友
人
と
の
交
流

を
ま
た
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

嬉
し
い
」
と
率
直
に
語
る
画
伯
を
囲
み

初
日
に
は
前
述
の
小
磯
画
伯
を
は
じ
め

ブ
リ
ュ
ー
ネ
仏
領
事
、
榎
並
正
一
、
滝

川
勝
二
、
山
田
啓
吾
、
中
西
勝
、
佐
藤

廉
、
増
田
洋
氏
ら
各
界
の
人
た
ち
が
多

数
つ
め
か
け
再
会
と
個
展
を
祝
福
し
た

会
場
に
並
べ
ら
れ
た
作
品
は
近
作
ば

か
り
約
加
点
。
淡
い
色
調
の
中
に
原
と

し
た
精
神
と
確
か
な
構
成
力
が
感
じ
さ

せ
ら
れ
る
作
品
に
永
い
画
業
が
う
か
が

え
る
。

「
こ
の
先
生
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
は
パ
リ

画
壇
で
も
保
証
付
き
、
た
だ
日
本
に
対

す
る
ア
ッ
ピ
ー
ル
を
あ
ま
り
な
さ
ら
な

い
、
生
粋
の
神
戸
っ
子
の
彼
は
垢
び
る

こ
と
を
し
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
こ
の
良

さ
が
作
品
に
も
表
わ
れ
て
い
ま
す
」
と

は
あ
る
専
門
家
の
関
口
画
伯
評
。

今
後
は
２
年
に
一
度
は
神
戸
で
も
個

展
を
、
と
張
り
切
る
画
伯
の
秘
そ
や
か

な
気
迫
が
感
じ
ら
れ
る
展
覧
で
あ
っ
た

＜Ⅱ＞慧
鱗

１
７１
１

右：関口俊吾画伯上：画伯を囲み再会と個展を祝福する皆さん下：会場風景

鍵

凸
神
戸
で
は
釦
年
ぶ
り

関
口
雲
羅
品
展

開
か
る

鍵
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エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
じ
ゃ
な
い

》
韓

津
川
雅
彦
〈
グ
ラ
ン
パ
パ
オ
ー
ナ
ー
）

尉
醇
、
函
戸
旨
言
⑬
坊
圃
も
○
詞
目

議鵜蕊蕊蕊 阿
掛
識

１
７２
１

元
町
ジ
ェ
ム
に
オ
ー
プ
ン
し
て
ち
ょ
う
ど
１
周
年
を
迎
え
た
輸

入
お
も
ち
ゃ
の
専
門
店
〃
グ
ラ
ン
パ
パ
〃
・
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
素
晴
ら
し
い
世
界
の
お
も
ち
ゃ
が
勢
揃
い
。
い
つ
ま
で
も

飽
き
な
い
メ
ル
ヘ
ン
の
画
の
オ
ー
ナ
ー
で
、
俳
優
の
津
川
雅
彦
さ

ん
が
神
戸
店
に
来
ら
れ
た
機
会
に
、
話
を
伺
っ
た
。

ｌ
神
戸
と
つ
き
合
い
だ
し
た
の
陸
い
つ
頃
か
ら
で
す
か
。

「
万
博
の
前
後
か
ら
大
阪
で
仕
事
が
あ
り
、
遊
ぶ
の
は
大
阪
よ
り

神
戸
の
方
が
面
白
い
し
、
昔
か
ら
の
友
達
も
多
く
い
た
た
め
、
神

戸
に
移
っ
て
き
た
の
で
す
。
神
戸
は
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
に
一
番

合
う
街
だ
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
人
間
関
係
も
素
朴
で
ハ
ツ
キ

リ
し
て
い
て
、
何
か
関
西
と
江
戸
っ
子
を
混
ぜ
た
よ
う
な
タ
イ
プ

で
つ
き
合
っ
て
い
て
楽
で
す
ね
。
」

ｌ
グ
ラ
ン
パ
パ
が
神
戸
元
町
ジ
ェ
ム
で
オ
ー
プ
ン
し
て
１
年
た

つ
訳
で
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

「
の
ん
び
り
と
や
り
始
め
て
１
年
た
つ
の
で
す
が
、
商
売
を
す
る

鵜 孟識 鶏

の
は
大
阪
の
方
が
や
り
や
す
い
。
神
戸
の
人
は
テ
し
て
し
ま
う
ん

で
す
ね
。
だ
い
た
い
店
と
い
う
の
は
、
初
日
ど
れ
だ
け
売
上
げ
を

上
げ
る
か
、
ど
れ
だ
け
ア
ピ
ー
ル
す
る
か
に
よ
っ
て
そ
の
可
能
性

が
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
神
戸
の
場
合
、

初
日
の
成
績
は
よ
か
っ
た
。
で
も
そ
の
後
、
成
績
の
悪
い
日
が
続

い
て
い
て
、
半
年
程
前
か
ら
グ
ッ
と
良
く
な
っ
た
。
半
年
の
間
、

神
戸
の
人
は
ジ
ィ
ー
ッ
と
店
の
様
子
を
眺
め
て
い
た
ん
で
す
ね
。

そ
の
辺
に
も
神
戸
の
人
の
特
徴
が
表
れ
て
い
ま
す
。
」

ｌ
皿
年
前
の
津
川
さ
ん
と
お
も
ち
ゃ
と
い
う
の
は
全
く
つ
な
が

ら
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
辺
の
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

「
万
博
の
時
に
、
サ
ミ
ー
・
デ
ー
ビ
ス
庇
が
「
あ
な
た
は
今
後
ど

う
い
う
仕
事
が
し
た
い
で
す
か
』
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
れ
た
の
に

対
し
、
『
あ
な
た
方
が
し
て
ほ
し
い
仕
事
な
ら
何
で
も
や
っ
て
や

る
ョ
』
と
答
え
た
の
を
聞
い
て
カ
ッ
コ
イ
イ
ナ
ー
と
思
っ
た
訳
で

す
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
と
し
て
彼
は
何
で
も
で
き
る
か
ら
、
そ

れ
が
い
え
る
。
少
な
く
と
も
朝
丘
雪
路
に
は
そ
れ
が
い
え
て
も
、

僕
に
は
い
え
な
い
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
心
は
持
っ
て

い
る
ん
だ
け
ど
技
術
が
と
も
な
わ
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
、
役
者

だ
け
が
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
ん
で

す
。
僕
が
右
手
を
挙
げ
れ
ば
ド
ー
ッ
と
お
金
が
集
ま
っ
て
く
る
よ

う
な
、
何
か
そ
ん
な
も
の
は
無
い
だ
ろ
う
か
と
当
時
か
ら
常
に
思

っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
結
婚
し
た
頃
に
、
岡
潔
さ
ん
の
エ

ッ
セ
イ
で
、
０
才
１
３
才
ま
で
の
子
供
の
時
期
が
最
も
大
切
で
、

人
間
の
情
緒
の
幅
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
、
だ
か
ら
そ
の
時
期
さ
え

鍵
吋
議蕊

》

雲
だ
け
が

オモチャに託す夢を語る津川雅彦さん
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子供から大人まで楽しめるオモチャがいっぱい

１
７３
１

ち
ゃ
ん
と
し
て
い
れ
ば
後
は
何
も
い
ら
な
い
と
い
っ
た
話
を
読
み

ま
し
た
。
そ
れ
で
、
も
し
子
供
が
で
き
た
ら
、
そ
う
い
う
環
境
作

り
を
し
て
や
ろ
う
と
考
え
た
訳
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
な
か
な
か
子

供
が
で
き
な
く
て
や
っ
と
出
来
た
も
の
だ
か
ら
、
そ
の
想
い
が
な

お
一
層
強
く
な
っ
た
ん
で
す
。
」

ｌ
お
子
さ
ん
と
は
ど
う
い
う
接
し
方
を
さ
れ
て
霞
す
か
．

「
子
供
の
眼
と
い
う
の
は
見
つ
め
ら
れ
て
い
る
と
大
人
が
テ
し
て

し
ま
う
程
、
純
な
訳
で
す
。
そ
の
眼
か
ら
大
人
が
眼
を
そ
ら
し
て

し
ま
う
と
子
供
に
ナ
メ
ら
れ
て
し
ま
う
訳
で
、
そ
こ
を
グ
ッ
と
こ

ら
え
る
と
非
常
に
高
い
次
元
で
子
供
と
通
じ
合
え
ま
す
。
僕
の
子

供
は
７
才
だ
け
ど
大
人
同
士
の
通
じ
合
い
よ
り
も
っ
と
高
い
次
元

で
の
つ
き
合
い
方
を
僕
に
し
て
く
れ
た
と
思
っ
て
ま
す
。
そ
し
て

子
供
を
育
て
る
の
は
自
然
で
す
。
生
ま
れ
て
き
た
真
っ
白
な
キ
ャ

ン
パ
ス
の
よ
う
な
赤
ち
ゃ
ん
の
心
に
金
を
持
た
せ
る
か
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
持
た
せ
る
か
で
識
別
眼
が
変
わ
っ
て
く
る
。
そ
う
い
う

想
い
で
、
娘
が
生
ま
れ
た
時
、
必
死
に
な
っ
て
木
の
お
し
ゃ
ぶ
り

を
探
し
回
っ
た
ん
で
す
。
で
も
当
時
お
も
ち
ゃ
屋
で
木
の
お
し
ゃ

ぶ
り
を
置
い
て
い
る
店
は
一
軒
も
無
か
っ
た
。
娘
が
成
長
す
る
に

従
っ
て
、
娘
は
オ
モ
チ
ャ
を
欲
し
が
る
ｋ
か
と
い
っ
て
い
い
オ

モ
チ
ャ
が
見
つ
か
ら
な
い
。
オ
モ
チ
ャ
に
関
す
る
環
境
作
り
は
日

本
で
は
無
理
だ
と
思
っ
た
訳
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
け
ば
必
ず

い
い
オ
モ
チ
ャ
が
あ
る
に
違
い
な
い
と
。
」

ｌ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
オ
モ
チ
ャ
も
豊
富
で
し
ょ
う
．

「
キ
テ
ィ
ラ
ン
ド
の
人
の
誘
い
で
、
海
外
で
世
界
の
オ
モ
チ
ャ
が

集
ま
る
フ
ェ
ア
ー
に
参
加
し
た
ら
、
〃
ざ
ま
あ
見
る
／
、
″
っ
て
感

じ
で
し
た
よ
。
本
当
に
い
い
オ
モ
チ
ャ
が
一
杯
あ
る
訳
で
す
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
は
オ
モ
チ
ャ
は
完
全
に
生
活
の
必
需
品
に
な
っ
て
い

て
ど
こ
の
街
に
も
オ
モ
チ
ャ
の
博
物
館
な
ん
か
が
あ
る
。
０
才
か

ら
３
才
位
の
間
に
本
当
に
い
い
物
を
与
え
る
と
与
え
た
分
だ
け
必

ず
身
に
つ
く
し
、
好
奇
心
が
旺
盛
に
な
る
。
能
力
な
ん
て
も
の
は

誰
で
も
持
っ
て
い
る
か
ら
、
要
は
好
奇
心
が
あ
る
か
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
い
う
想
い
が
高
じ
て
始
め
た
店
で
す
。
」

ｌ
ｌ
Ｌ
グ
ラ
ン
パ
パ
の
オ
モ
チ
ャ
に
は
そ
う
い
う
環
境
作
り
の
た
め

の
目
的
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
訳
で
す
ね
。

「
今
の
子
供
た
ち
は
、
僕
の
店
の
オ
モ
チ
ャ
に
振
り
向
い
て
く
れ

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
店
先
に
ガ
ッ
チ
ャ
マ
ン
な
ん
か
を
並

べ
た
く
は
な
い
ん
で
す
。
今
後
生
ま
れ
て
く
る
子
供
達
に
喜
ん
で

も
ら
え
れ
ば
い
い
。
神
戸
は
１
年
だ
け
ど
、
青
山
の
店
は
３
年
た

っ
た
訳
で
す
。
す
る
と
０
才
１
３
才
と
い
う
最
初
の
目
標
が
一
つ

は
達
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
０
才
１
３
才
ま
で
に

与
え
る
オ
モ
チ
ャ
の
コ
ー
ス
作
り
を
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
へ
来
て
始
め
て
、
子
供
が
生
ま
れ
る
前
に
モ
ャ
モ
ヤ
し

て
い
た
も
の
が
何
と
か
解
消
さ
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
サ
ミ
ー

・
デ
ー
ピ
ス
次
が
ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
も
０
才
か
ら
３
才
ま
で
の

子
供
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ァ

な
ん
て
自
負
し
て
い
る
ん
で
す
。
」

☆
知
グ
ラ
ン
パ
パ
メ
ン
バ
ー
ズ
ク
リ
ス
マ
ス
朝
丘
雪
路
＆
津
川
雅
彦
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ

ョ
ー
が
吃
月
巧
日
（
火
）
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
借
楽
の
間
で
開
か
れ
ま
す
。
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認
轡
息

ざ
茨
否
イ
チ
で
叡
稼

》

●
一
番
嬉
し
か
っ
た
、
バ
ラ
の
花
束

悪癖謬房 》
蕊 ；

苧篭

汽

“額謹鍵
匪

宮
崎
輝
彦

〈
垂
”
心
勿
勃
悔
九
ホ
ロ
ア
〉

１
７４
１

私
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
戦

大
西
三
佳
子
嘉
納
恵
美

〈
麺
麺
榊
が
催
州
レ
リ
エ
ー
テ
ィ
プ
部
〉
〈
関
西
学
院
大
学
大
学
院
１
同
化

写
真
中
央
写
真
右

群
議
基
啄
鰍
鯵
溌
欝
墨
瞥

嘉
納
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い
た
だ
い
て
今

ま
で
で
一
番
嬉
し
か
っ
た
も
の
は
、
真

赤
な
バ
ラ
の
花
束
。
お
誕
生
日
に
家
に

突
然
届
い
た
ん
で
す
。

大
西
す
ご
い
人
ネ
、
そ
の
人
。
感
激

す
る
わ
よ
れ
。

嘉
納
花
束
を
贈
る
な
ん
て
Ｒ
本
で
は

あ
ま
り
し
な
い
で
し
よ
。
そ
れ
が
何
に

も
言
わ
な
い
で
突
然
だ
っ
た
か
ら
、
こ

ち
ら
は
た
じ
ろ
い
で
し
ま
っ
て
（
笑
）
。

大
西
バ
ラ
の
花
束
を
い
た
だ
い
た
こ

と
は
な
い
わ
ね
え
。
う
ち
の
主
人
の
年

代
は
と
て
も
照
れ
屋
で
、
そ
う
い
う
経

験
が
な
い
の
は
す
ご
く
残
念
だ
わ
（
笑
）

私
の
場
合
、
一
番
嬉
し
か
っ
た
の
は
イ

ニ
シ
ャ
ル
の
入
っ
た
小
さ
な
ペ
ン
ダ
ン

ト
。
贈
っ
て
い
た
だ
い
た
限
り
は
い
つ

で
も
身
に
つ
け
て
い
た
い
で
す
か
ら
。

だ
け
ど
贈
り
も
の
っ
て
難
し
い
で
す
ね

宮
崎
廻
月
は
ギ
フ
ト
シ
ー
ズ
ン
。
ゼ

ン
ト
ハ
ゥ
ス
で
は
、
恋
人
か
ら
お
祖
父

さ
ま
ま
で
、
す
べ
て
の
男
性
へ
の
ギ
フ

ト
好
適
品
を
全
フ
ロ
ア
に
バ
ラ
エ
テ
ィ

豊
か
に
揃
え
て
お
り
ま
す
。

嘉
納
ギ
フ
ト
で
一
番
の
人
気
商
品
は

何
で
し
ょ
う
か
。

宮
崎
ラ
イ
タ
ー
で
す
ね
。
そ
れ
も
ブ

ラ
ン
ド
商
品
が
よ
く
出
ま
す
よ
。
最
近

特
に
人
気
が
高
い
の
が
ク
レ
ー
ジ
ュ
・

デ
ザ
イ
ン
が
女
性
っ
ぽ
く
、
型
も
小
さ

く
て
カ
ラ
ー
も
豊
富
だ
か
ら
女
性
の
方

に
人
気
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
カ
ッ
プ
ル

〆、

５
凸、〆

癖

郵
酷

驚
鵠
熱
鐘
畷
※
蕊

？

雫
竺
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男の装い・男の愉しみ

●
無
駄
の
効
用
な
る
も
の
を
贈
る

で
み
え
ら
れ
て
、
男
性
が
女
性
に
贈
る

場
合
も
多
い
で
す
よ
。
他
に
は
レ
ノ
マ

カ
ル
ダ
ン
、
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
、
ジ
バ
ン

シ
イ
な
ど
も
よ
く
出
ま
す
が
価
格
で
は

５
千
円
か
ら
７
千
円
が
中
心
で
す
。

嘉
納
私
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
最
高
な
の

は
自
分
で
つ
く
る
こ
と
だ
と
思
う
ん
だ

け
ど
、
な
か
な
か
そ
う
も
い
き
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
せ
め
て
ネ
ー
ム
と
か
イ
ニ

シ
ャ
ル
を
必
ず
入
れ
て
贈
り
ま
す
。

大
西
そ
れ
は
素
敵
ね
。
私
は
、
例
え

ば
商
品
券
な
ど
を
あ
げ
る
場
合
、
プ
ラ

ス
α
を
工
夫
す
る
ん
で
す
。
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
と
か
お
花
と
か
、
相
手
に
よ
っ
て

違
い
ま
す
が
紙
き
れ
を
味
気
な
く
も
ら

う
よ
り
グ
ッ
と
印
象
づ
け
ら
れ
る
と
思

く
４
Ｆ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
フ
ロ
ア
、
世
界
の
一
流

品
を
集
め
た
お
酒
落
に
う
る
さ
い
ア
ダ
ル
ト
の
フ
ロ

ア
。
ベ
ル
ト
、
喫
煙
具
、
サ
イ
フ
、
皮
革
製
品
な
ど

揃
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
全
フ
ロ
ア
に
ギ
フ
ト
好
適

品
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

宮
崎
実
用
的
な
も
の
が
い
い
で
す
ね

近
頃
は
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
（
６
Ｆ
）
に

も
人
気
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ダ
ン
ヒ

ル
、
デ
ィ
オ
ー
ル
な
ど
の
舶
来
品
か
ら

国
産
品
に
ま
で
幅
広
く
売
れ
て
い
ま
す

大
西
以
前
、
仕
事
で
男
性
の
好
き
な

香
り
を
調
査
し
た
ら
、
柑
橘
類
が
第
１

位
な
ん
で
す
。
香
り
の
お
酒
落
で
、
オ

ー
デ
コ
ロ
ン
を
贈
る
の
も
い
い
で
す
ね

嘉
納
私
、
包
装
は
必
ず
自
分
で
す
る

ん
で
す
よ
。
も
ち
ろ
ん
気
に
い
っ
た
包

装
紙
と
リ
ボ
ン
で
。

大
西
最
近
、
売
り
場
に
い
ろ
い
ろ
な

包
装
紙
と
リ
ボ
ン
を
置
い
て
、
好
き
な

宮
崎
今
ま
で
で
お
二
人
が
趣
向
を
凝

ら
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
は
？

大
西
外
国
旅
行
な
ど
度
々
す
る
人
に

は
小
銭
入
れ
が
重
宝
な
の
ね
。
小
さ
な

お
財
布
を
５
つ
ぐ
ら
い
ま
と
め
て
あ
げ

ま
す
。
国
ご
と
に
換
金
す
る
か
ら
コ
イ

ン
を
お
み
や
げ
に
そ
の
ま
ま
持
っ
て
帰

っ
て
も
い
い
し
、
と
て
も
便
利
な
の
ね
。

嘉
納
私
に
と
っ
て
一
番
む
つ
か
し
い

の
は
両
親
。
特
に
父
は
と
て
も
お
栖
落

で
身
に
着
け
る
も
の
は
自
分
で
何
で
も

揃
え
て
い
る
の
で
、
こ
の
頃
は
灰
皿
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
シ
リ
ー
ズ

に
す
る
と
か
カ
ラ
ー
を
変
え
る
と
か
、

い
ろ
い
ろ
考
え
ま
す
。

シューズラィフプラザ
ピッグウオーカー

営巣時間AXIO:00-剛7:0０

い
ま
す
ね
。
場
合
に
よ
っ
て
そ
れ
が
不

可
能
な
と
き
は
カ
ー
ド
で
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
つ
け
て
贈
り
ま
す
。

壷078(391)7851
粒蕊IlflmAMlO:00～剛7:CO

イングランドパブ.‘ＨＵＢ，’
営巣時間AN8: 0 0～剛１１:伽

7５

O ＦＲＥＡＬＤＡＮＤＹＩＳＭ
ＲＡＮＮｎＭＩＹＡＫｎＲＦ

の
で
包
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
お
店
も
ポ

ッ
ポ
ッ
で
き
て
い
ま
す
ね
。

嘉
納
も
の
の
存
在
が
ア
ピ
ー
ル
さ
れ

す
ぎ
る
よ
り
、
気
も
ち
が
伝
わ
っ
て
欲

し
い
で
す
ね
。

大
西
贈
る
こ
と
を
自
分
の
楽
し
み
に

し
な
い
限
り
苦
痛
に
な
る
わ
ね
。
贈
ら

れ
て
嬉
し
い
け
ど
、
贈
る
こ
と
に
も
自

分
の
喜
び
を
み
つ
け
な
い
と
ね
。

嘉
納
あ
れ
こ
れ
考
え
る
プ
ロ
セ
ス
は

相
手
に
期
待
す
る
度
合
も
高
ま
っ
て
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
効
果
は
も
う
始
ま
っ
て

る
ん
で
す
ね
。

大
西
自
分
が
も
ら
っ
た
ら
嬉
し
い
だ

ろ
う
な
、
と
思
う
も
の
を
贈
る
の
が
コ

ツ
ね
。
〈
工
も
の
が
氾
濫
し
て
る
か
ら

あ
り
き
た
り
で
は
印
象
が
薄
い
で
し
ょ

う
。
ぜ
ひ
必
要
と
い
う
の
で
な
く
、
不

必
要
で
欲
し
い
も
の
を
。
つ
ま
り
〃
無
駄

の
効
用
″
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

〒6 5 O 神戸市中央区三宮町１丁目５番1 6 号
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☆
ヘ
ン
ス
フ
ォ
ー
ス
は
ナ
ウ
い
ブ
テ
ィ
ッ
ク

神
戸
初
上
陸
の
ブ
ラ
ン
ド
、
ピ
ン
キ
ー
＆
ダ
イ
ァ

ン
は
鋭
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
感
覚
を
持
っ
た
女
性
に
売

れ
て
い
る
。
他
店
に
は
見
ら
れ
な
い
本
格
派
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
を
と
ト
ア
ロ
ー
ド
に
オ
ー
プ
ン
し
た
へ

7６
英
国
の
持
つ
伝
統

唾
と
ハ
イ
ソ
サ
エ
テ

ュ
ィ
な
感
性
を
生
か

）
し
て
い
る
。
横
山

イ
章
一
社
長
は
「
フ

テ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市

”
神
戸
か
ら
展
開
し

い
て
い
き
た
い
」
と

認
抱
負
を
述
べ
て
い

た
。

金
ラ
メ
ス
ト
ー
ル
、
金
ラ
メ
ト
ッ
プ
と
識
ベ
ス
ト
、

カ
ス
リ
ッ
ー
ピ
ー
ス
と
シ
ー
ル
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ト
、

ラ
メ
ロ
ン
グ
ド
レ
ス
、
ｅ
ｔ
ｃ
・
ラ
メ
糸
を
巧
み
に

使
っ
た
パ
レ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
な
ら
で
は
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
次
々
と
披
露
さ
れ
た
。
企
画
／
増
田
伸
二
、
演

出
椛
成
／
贋
淑
ム
ッ
コ
、
製
惟
／
鹿
六
。

な
お
、
月
よ
り
閥
瀬
ム
ッ
コ
さ
ん
を
訓
師
に
招
い

て
糸
ク
ラ
フ
ト
サ
ロ
ン
が
開
か
れ
て
い
る
。
お
問
合

せ
・
お
申
込
み
は
サ
ロ
ン
・
ド
・
パ
レ
ッ
ト
種
２
２

２
１
６
６
６
０
ま
で
。

☆
つ
む
ぎ
糸
と
ラ
メ
糸
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
Ｉ

あ
た
た
か
さ
を
包
み
こ
ん
で
あ
な
た
に
伽
る
ニ
ッ

ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
つ
む
ぎ
糸
と
ラ
メ
糸
の
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
」
と
題
し
た
シ
ョ
ー
が
、
パ
レ
ッ
ト
ハ
ウ
ス

（
異
人
館
倶
楽
部
２
Ｆ
）
の
主
催
で
、
ｍ
月
３
日
パ

ブ
ア
テ
ィ
ッ
ク
に
て
伽
さ
れ
た
。
サ
リ
ー
ド
レ
ス
と

露
☆
夜
を
楽
し
く
ム
ー
デ
ィ
に
、
ワ
コ
ー
ル
の
シ
ョ
ー

下
着
に
凝
る
の
は
最
高
の
お
酒
落
。
そ
ご
う
神
戸

店
で
如
月
Ⅳ
日
、
蝿
日
に
ワ
コ
ー
ル
の
ミ
ニ
ミ
ニ
シ

ョ
ー
が
開
か
れ
、
下
諦
愛
好
の
紳
士
・
淑
女
の
目
を

楽
し
ま
せ
た
。
１
時
は
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
４
時
は
ナ
イ

テ
ィ
中
心
、
な
か
で
も
圧
巻
は
シ
ル
ク
の
光
沢
も
美

し
い
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
、
お
値
段
が
６
万
円
と
聞
い
て

「
あ
の
上
に
は
一
休
何
を
蒲
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
」

と
い
う
咳
き
も
…
…
。
夜
を
楽
し
く
優
雅
に
過
ご
す

た
め
の
夢
見
代
と
し
て
は
高
い
の
か
安
い
の
か
。

ク
ン
ス
フ
ォ
ー
ス
は
個

一
一
一
性
派
に
気
に
な
る
プ

ユ
テ
ィ
ッ
ク
だ
。

も
商
品
は
ク
オ
リ
テ

画
イ
も
充
分
に
吟
味
さ

幸
れ
て
い
る
。
ト
ア
ロ

イ
ー
ド
衝
３
３
１
１

デ
ー
６
１
６

☆
コ
ー
ヒ
ー
通
の
友
に
加
珠
豆
を
送
っ
て
は
Ⅶ

宮
水
の
〃
に
し
む
ら
瑚
誹
″
が
年
末
・
年
始
の
ギ

フ
ト
に
備
え
、
各
店
々
頭
で
５
０
０
９
以
上
の
瑚
排

豆
を
地
方
発
達
し
て
い
る
。
新
鮮
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

☆
ク
レ
ー
ジ
ュ
も
登
場
、
恒
例
ム
ラ
タ
毛
皮
展
示
会

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ア
ダ
ル
ト
待
望
の
毛
皮
の

季
節
到
来
。
恒
例
の
ム
ラ
タ
（
さ
ん
ち
か
レ
デ
ィ
ス

☆
プ
リ
ア
ン
デ
ィ
ー
ズ
、
ア
ン
リ
よ
り
新
発
売

ア
ン
リ
・
シ
ャ
ル
パ
ソ
テ
ざ
エ
（
芦
屋
本
蝿
社
）
が

ｎ
月
よ
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
が

妬
％
と
い
う
リ
ッ
チ
な
レ
ア
・
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
（
フ

ル
ー
ツ
・
ソ
ー
ス
添
え
）
を
新
発
売
し
た
。
モ
ノ
ト

ー
ン
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
、
真
空
密
閉
の
フ
レ
ッ
シ
ュ

缶
入
り
な
の
で
、
ギ
フ
ト
シ
ー
ズ
ン
に
は
最
適
。
ア

た
。
当
社
の
レ
デ
ィ
ス
ト
ー
タ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

は
初
め
て
の
試
み
。
新
し
い
テ
ー
ス
ト
（
志
向
）
を

目
指
す
Ｌ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
シ

ン
プ
ル
で
ス
ポ
ー
テ
ィ
エ
レ
ガ
ン
ス
を
匂
わ
せ
る

Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
２
つ
の
ワ
ー
ド
ロ
ー
ブ
で

☆
迩
春
に
向
け
て
〃
プ
リ
ン
セ
ス
ク
ル
Ｉ
ズ
″
登
場

エ
レ
ガ
ン
ス
オ
プ
ロ
ン
ド
ン
を
テ
ー
マ
に
横

山
株
式
会
社
が
「
プ
リ
ン
セ
ス
ク
ル
ー
ズ
」
を
来
奪

よ
り
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
、
展
示
会
が
如
月
型
ｌ

麹
日
ま
で
三
宮
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
４
Ｆ
で
開
か
れ

：
《

タ
ウ
ン
当
世

釦
界
の
新
作
毛

》
皮
フ
ァ
ッ
シ

ー・
カ
ョ
ン
展
示
即

鵡
売
会
」
が
、

韮
門
月
躯
日
Ｉ
迦

珂
日
さ
ん
ち
か

鐸
広
場
で
開
催

華
さ
れ
た
。

豪
カ
ル
パ
ン

（
パ
Ⅱ
夕
）
、

万
日
に
は
藤

に
＋
公
抗
紀
子
さ
ん

卜
旭
日
に
は
今
野

ス
雄
二
さ
ん
が
そ

”
れ
ぞ
れ
ゲ
ス
ト

ん
と
し
て
壁
場
。

塞
弊
帰
妙
な
お
し
や

紀
く
り
で
シ
ョ
ー

燕
を
盛
り
あ
げ
男

藤
性
客
の
目
を
楽

し
ま
せ
た
。

…
ど
・
…

ラメ糸の
ロングドレス

ピ
ィ
ス
カ
ル
デ
ィ
（
ミ
ラ
ノ
）
、
パ
ロ
デ
ィ
（
日
本
）
、

ナ
チ
ニ
ラ
ル
フ
丁
Ｉ
（
カ
ナ
ダ
）
な
ど
世
界
中
か
ら

新
作
フ
ァ
－
８
０
０
点
（
総
額
７
億
円
）
が
一
堂
に

媒
酌
ら
れ
た
。

ま
た
今
回
は
、
流
れ
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
と
格
調

の
高
さ
で
多
く
の
フ
ァ
ン
を
も
つ
ク
レ
ー
ジ
ュ
の
レ

ザ
ー
ウ
エ
ア
が
初
お
目
見
え
し
た
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
な

タ
ッ
チ
、
楽
し
い
カ
ラ
ー
、
薪
や
す
さ
が
大
好
評
で

ク
レ
ー
ジ
ュ
の
人
気
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
た
。

ム
ラ
夕
智
３
９
１
１
３
８
８
６

一
番
の
秘
訣
だ
が
、

氏
好
き
嫌
い
を
な
く
す

》
畔
距
拘
錘
錨
麺
華
嵯

謡
う
こ
と
が
一
番
。
よ

く
く
カ
ロ
リ
ー
計
算
を

ほ
す
る
お
母
さ
ん
た
ち

諦
は
、
お
い
し
く
食
べ

て
初
め
て
栄
養
が
吸

☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
副
Ｃ
で
土
井
勝
さ
ん
が
〔
健
康
〕
を
語
る

オ
ー
プ
ン
間
も
な
い
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ｍ
Ｃ
で
、
月
鍋
日

家
庭
料
理
指
導
第
一
人
者
の
土
井
勝
さ
ん
が
「
お
い

し
さ
と
健
康
」
に
つ
い
て
識
演
さ
れ
た
。
約
帥
名
の

お
母
さ
ん
方
を
前
に
「
偏
ら
な
い
食
生
活
が
健
康
の

に
は
最
遮
ｃ
ア

ン
リ
フ
ァ
ン
を

満
足
さ
せ
る
ま

う
た
り
し
た
味

が
全
国
へ
送
れ

ま
す
。
１
．
３

０
０
円
・
ア
ン

リ
の
各
店
で
ど

』
つ
ぞ
。

収
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
ん
で
す
」
と

実
例
を
あ
げ
て
や
さ
し
く
解
説
。
先
祖
の
残
し
た
食

文
化
を
継
承
す
る
こ
と
が
子
供
た
ち
の
健
康
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
土
井
さ
ん
の
話
に
会
場
の

お
母
さ
ん
た
ち
も
じ
っ
と
聞
き
い
っ
て
い
た
。
話
の

あ
と
は
、
全
員
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
を
楽
し
み
な
が

ら
、
な
お
も
土
井
さ
ん
と
の
間
で
熱
心
な
食
問
答
が

桃
け
ら
れ
た
。 欝

舗ｉ
豊騨駕
鍵爵

誤
犀
邑
畠
自
再
診
吻
畠
目
⑤
望
助
唱
④
国
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闇と星の光りが織りなす聖誕祭の
ひ上

夢の時間に遊ぶ女性･ …･ ･ 。
装うあなたを迎えるのは
美しさへの沈黙かも知れません。

/／
S ｅｎｚａＷａ
本店神戸市中央区三宮町3 丁目１番8 号
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きめ逸品。
.ポートピア' 8 1 " 出展作品

真珠米宝石

金 子巨珠店
神戸市東灘区住吉町堂ノ本１８２４容○ワＢ( ８２２) １１○６〒６５８

、 ●銀座●ホテルパシフィック●ナビオ阪急●御影ガーデンシテイ●福岡●長崎●佐世保 ノ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



NOBE

、『’

スギヤ名谷店

L A D l E S，W E A R K o B E o s A K A T o K Y o

本店〈神戸トアロード〉Ｔ[ L O 7 8 ( 3 3 1 ) 3 4 3 6
名谷店・阪急神戸店・六甲店・岡本店・芦屋川店
・宝塚店・梅田阪急三番街店・心斎橋パルコ店・
西武大津店・西武八尾店・池袋パルコ店・渋谷店
・西武宇都宮店 ノＬ

一
壱
．

瀧襲饗

一一一

雷
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美しい装いゆとりの、、時' ′

一

●名谷店念 7 9 1 - 8 0 3 8
・大阪虹のまち店念( 0 6 ) 2 1 3 - 6 0 6 1

センター街店く中２階> ジュエリー三

●さんブラザ２Ｆ念 3 9 1 - 3 7 9 6
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ダ 霧影､影３〆 ４，

万緑に吾が

眼鏡澄み

吾が非力

楠本憲吉
〈俳人〉

「私の句作の中で唯一のメ
ガネをテーマにした句です。
何しろ私はメガネが大好き
で、この選んでいただいた
デイオールのメガネは若々
しく見えるので非常に気に
入りました。花の中年は、
ぜひ男性も女性もメガネを
おすすめしたい。ぜつたい
1 0 年は若返りますよ」

凱障鏡･ 天体望遠脱･ 航海計晋･ 光学善一般

服部メガネ店
神戸･ 大丸前ＴＥＬ３３１－ｌｌ２３
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